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1  は  じ め  に

比内鶏は郷土料理のキリタンポ鍋の材料として,秋冬期
に需要が集中しているため,生産も需要に向けられ施設や

労働の効率的活用を妨げている。そこで季節的に偏った体

制を通年化し,経営の効率化・需要の拡大を図るため,単
飼ケージ利用による舎飼と放飼の比較と併せ,飼料費の節

減 ‐肉質改善を目的とした油脂抜き仕上げ飼料について検

討したのでその結果を報告する。

料とし32名を対照とし二点嗜好法により食味官能試験を実

施した。

3 試験結果及び考察

に)育成率
バタリー式育雛器内で飼育した期間は雌雄とも,7%以上

と良好であった。35日齢は全平均で放飼977%舎飼9'3跳

であった。放飼で若干低かったのはカラスによる被害であっ

たので,防除網設置等対策が必要である。舎飼では発育不

良・脚マしによる淘汰が 2羽のみであった。

12)発育体重
2試 験 方 法

試験期間は昭和62年 5月 19日も、化から150日 齢までとし 平均体重及び増体重の推移を表 1に示した。育成期 (35
た。供調調は当場生産の比内 Xロ ー ドアイランドレッド ～99日齢 )の増体重は雌雄ともに舎飼が良い傾向にあった
600羽で,舎飼と放飼に三分し更に仕上げ飼料 0種類につ が,仕上げ期 (100～ 150日 齢 )は雌の 2区を除いて逆転
いて100羽ずつ (雌雄各50羽 )を割り当てた。給与飼料は した。特に雄で差は顕著で放飼約1000夕 増体に対し,舎飼
え付けから34日齢まで育雛前期飼料 (CP21%,ME2950 約800夕 増体であった。油脂抜き飼料を給与した 1区につ
Kca1/″ ),35か ら69日齢まで育雛中期飼料 (CP18%, いては,雄では放 1区 1051′ ,舎 1区 804夕 で他の 2種類
ME2800Kca1/″ ),70か ら99日 齢まで育雛後期飼料 (C より良い傾向にあったが雌では放 1区 528,,舎 1区 524
P14%,ME2700Kca1/″ )の レイヤー用育雛飼料を用いた。 夕と他より劣る傾向にあった。
100日齢以降の仕上げ飼料については 3種類を用い,動物 仕上引本重は,雌で約20″台で環境 飼料間に差は認
性油脂イエローグリースを含まない油脂抜き飼料 (CP18 められなかったが,雄では放飼約28″ ,舎飼約 26″ で
%,ME2800Kca1/″ )を給与した群 (以下放 1区 ,舎 1 舎飼が劣る傾向にあった。これは特に132日 齢以降の増体
区 ),ブ ロイラー後期飼料 (CP16,ME3200Kca1/″ ) の停滞がもたらしたもので,主たる要因は雄に対するケー
と二種混合飼料 (CP9 8,ME3250KcaV核 )の 等量配  ジ容積の不足によるものと推察された。
合を給与した群 (以下放 2区 ,舎 2区 ),プ ロイラー後期   0)飼 料摂取量及び飼料要求率
飼料を給与した群 (以下放 3区 ,舎 3区 )と した。管理方 各期間の 1日 1羽当り摂取量及び飼料要求率を表 2に示

法は雌雄鑑別後バタリー式育雛器で飼育し,35日 齢で舎飼,  した。育成期は各区とも同様に推移し仕上げ期も雌はほぼ
放飼に区分した。舎飼では35日齢以降 1群 7羽 とした中大 同等であったが,雄では放飼 114～ 139夕 に対し舎飼89～
雛用ケージ,70日 齢以降単飼ケージで飼育 した。放飼では 107夕 と放飼が多い傾向にあり,特に132～ 150日 齢では
雌雄
=1飼
として 1区画15π 四方225彬 , 1羽当り45″の  平均約40夕 の差となり5%水準で有意差を認めた。このこ

飼育密度とした。各区とも不断給餌 自由飲水としその他 とは放飼においてエネルギー消費量が大きいこと,逆に単
ワクチネーション等衛生管理は当場の慣行によった。 飼ケージ内では運動不足等,環境悪化によるストレスが体
調査項目は,育成率 ,体重の推移 ,飼料摂取量,飼料要  重の大きい雄に影響を及ばしたものと考えられる。
求率,経済性 ,解体成績 ,肉味の評価についてである。解 飼料別では,飼育環境に無関係に低カロリーの油脂抜き
体成績は各区より雌雄 3羽を無作為に抽出し,各項日を測 飼料を給与した1区が多い傾向にあり飼料要求率も同様の
定 した。 解体後 ,上部腿肉を 1御 四方に切り10%食塩  結果であった。
水に10分間浸漬し,アルミホイルで密閉後30分間蒸して材 14)経済性
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供試飼料の単価をもとに試算した飼料費および 1″増体

に要した飼料費を表 3に示した。 1羽当りの飼料費は仕 L

げ飼料の違いを反映し廉価な二種混合飼料を50%配合した

2区が最も安く以下油1旨抜き飼料(1区 ), プロイラー後期

飼料 (3区 )の順であった。また 1″増体に要した飼料費
は平均で放飼雄1924円 ,雌 2087円 ,舎飼で雄 1882円

雌205円であった。

6)解体成績
156日 齢の解体成績を表 4に示した。腹腔内脂肪は,飼

育環境間で放飼,飼料別では油脂抜き飼料を給与した 1区

が少なく,二種混合飼料を給与した 2区が多い傾向にあっ

た。 2区には脂肪色が濃黄であったが 1区ではその色調が

薄く,その粒子も織細に観察された。全骨重量において雄

表 1 体重の推移 (1羽当たり :夕 )

表 2 飼料摂取量 (1日 1羽当たり :′ )及び飼料要求率

表 3 経 済 性 (1羽当たり

飼  料  費

1″ 増 体 に
要する飼料費

表 4 解 体 成績 (生体重に対する割合 :

4 ま  と  め

放飼と単飼ケージ舎飼の比較において,雌についてはほ

ぼ同等の増体傾向を示したことから,十分適応できること

が明かとなった。雄については仕上げ期 ,特 に131日 齢以

降に採食及び増体が停滞することから,雄用としてケージ

で放飼が舎飼より5%水準で有意に重かったが放飼と舎飼
の運動量の差が骨の蓄積に影響したと考えられる。Itt報の

成績ではこのような傾向はなかったので今後さらlc検討が

必壊 と思われる。

精肉歩留は飼育環境間では雄において舎飼が総じて高い

傾向を示し,飼料間では大差がなかった。雌雄間では,総

じて雄が高い傾向を示した。

6)肉味の評価
好まれた回数は仕上げ飼料 ,飼育環境について一定の傾

向はなく,そ の違いの程度も「少しの差J「差はないJと

いう回答が半数以上で,好ましい理由は「うまみがある」

または「よくしまって歯応えがある」という肉味の評価で

あった。
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容積等の改善や早期出荷の可能性など検討が必要である。

なお,油脂抜き飼料は飼料要求率で若千劣るものの,飼料

費の節減,脂肪の色 粒子の面で好ましいと考えられるの
で,今後仕上げ飼料としての内容と経済性を加味し検討す

る予定である。
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